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	１．教育目標
	２．到達目標
	３．成績評価の方法と基準
	成績の評価は、本学で定められた「成績の評価基準」に基づき、到達目標に対する達成度及び取得すべき基礎知識・技能の修得度により行う。
	期末に行う口頭試問により、救急・集中治療医学全般にわたる知識を評価する。（30％）
	４．教科書・参考書
	５．準備学習
	阪神淡路大震災、JR福知山線脱線事故、東日本巨大地震における兵庫医大の活動に関する資料を渡すので、事前学習しておくこと。（１時間以上）
	６．フィードバック方法
	当該年度終了時に提出する「研究計画書」、又は「研究進捗・指導状況報告書」によりフィードバックを実施する。



